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１．概 要

本機はひずみゲージ及びひずみゲージ式各種トランスデユーサに接続するＤＣブリ

ッジ方式のストレインアンプであると共に、直流増幅器としても使用出来ます。

本機は最大１００００倍の増幅率、ＤＣ～１００ｋＨｚの広帯域の周波数特性をもち、

しかも低ドリフトです。又、ストレインアンプのひずみ較正値、ＤＣアンプの電圧校

正を４桁デジタルスイッチにて容易に設定出来る等全ての機能が非常に容易に設定出

来ます。

２．特 徴

■ 感度設、校正設定器は４桁のデジタル設定方式

感度設定器、校正設定器は４桁のデジタルスイッチにて設定が容易に出来ます。

■ 出力電圧レンジ設定はワンタッチスイッチ

感度設定器、校正設定器と併用し、ひずみ入力又は入力電圧を希望の出力電圧に

容易に設定出来ます。（１，２，５，１０Ｖ）

■ ローパス／ハイパスフィルターの遮断周波数設定は４桁のデジタル設定方式

フィルターの遮断周波数設定は４桁のデジタル設定方式（３桁有効）ですので、

設定が容易（１～９９９Ｈｚ、１０～９９９０Ｈｚ）に出来ます。又、減衰特性

は－２４dB/oct となっています。

■ モニターメータはデジタル／アナログ表示（バーメータ）表示

モニターメータは、最大４桁のデジタル表示と、０～±５ドットのアナログ表示

の併用ですのでモニタが容易です。しかも、出力電圧の表示は勿論、ストレイン

アンプ使用時は入力ひずみ値の表示も出来ます。

■ 電源はＡＣ／ＤＣ両用

電源は ＡＣ／ＤＣ両用で、しかもＡＣ８５～１３２Ｖ／４７～４４０Ｈｚ、

ＤＣ１０～１５Ｖです。
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３．仕様

３－１ ストレインアンプモード

最 大 入 力：±10000×10 ひずみ (ｾﾝｻｰ用印加電源電圧 10V以下の時)－６

感 度：入力 100×10 ひずみにて、電圧出力 1V 以上－６

(ゲージ率2.00、B.V 2Vにて)

感 度 設 定 器：0～9999×10 ひずみ 設定精度 ±0.5%F.S±10mV以内－６

ひずみ校正電圧：設定方式 ：4桁デジタルスイッチ

設定範囲 ：0～±９９９９×10 ひずみ 入力信号に重畳－６

精 度 ：±１×10 ひずみ±10mV以内－６

適応ｹﾞｰｼﾞ抵抗：60Ω～5KΩ

ｹ ﾞ ｰ ｼ ﾞ 率：2.00 固定

平衡調整方式：電子式ｵｰﾄﾊﾞﾗﾝｽ＋ﾏﾆｭｱﾙ(ﾌｧｲﾝｾﾞﾛ)ﾊﾞﾗﾝｽ

調 整 範 囲：約±6000 ×10 ひずみ－６

精 度：±1×10 ひずみ±5mV以内－６

ｾ ﾞ ﾛ ｷ ｬ ﾝ ｾ ﾙ：ﾊﾞﾗﾝｽ ON/OFF ｽｲｯﾁによる

ﾌｧｲﾝｾﾞﾛ範囲：入力換算 ±100 ×10 ひずみ以上－６

ﾄﾞﾘﾌﾄ ｾﾞﾛ ：入力換算 ±１×10 ひずみ／℃以内－６

利 得：±０.０１％ ／℃以内

雑 音： ﾛｰﾊﾟｽﾌｨﾙﾀ帯域 S/N 比(db)

DC～ 10Hz 58

DC～ 100Hz 56

DC～ 1kHz 54

DC～ 10kHz 46

OFF(DC ～100kHz) 33

但し・1000×10 ひずみ入力、ﾌﾞﾘｯｼﾞ電圧2V、出力10V－６

・DC～20MHz帯域のｼﾝｸﾛｽｺｰﾌﾟにて

３－２ ＤＣアンプモード

差動入力電圧範囲：0 ～±200mV

同相入力電圧範囲：±14V

利 得：5000倍

感 度 設 定 器：０～±１９.９９ｍｖ 設定精度 ±0.5%F.S±10mV以内
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校 正 電 圧：設定方式 ：4桁デジタルスイッチ

設定範囲 ：0～±１９.９９ｍＶ 入力信号に重畳

精 度 ：±０.１％±１０ｍＶ以内

入 力 抵 抗：１０ＭΩ以上

平 衡 調 整 方 式：電子式ｵｰﾄﾊﾞﾗﾝｽ＋ﾏﾆｭｱﾙ(ﾌｧｲﾝｾﾞﾛ)ﾊﾞﾗﾝｽ

平衡調整範囲 ：約±３０ｍＶ

精 度：調整範囲の±0.15%以内

Z E R O ｷ ｬ ﾝ ｾ ﾙ：ﾊﾞﾗﾝｽON/OFF ｽｲｯﾁによる

ﾌｧｲﾝｾ ﾞﾛ範囲：入力算±１ｍＶ以上(DCｱﾝﾌﾟﾓｰﾄﾞ)

ﾄﾞﾘﾌﾄ ｾﾞﾛ ：入力換算 ±１μV／℃以内

利 得：±0.01% ／℃以内

同相成分除去比：９０ｄＢ以上 (DC～120Hzの範囲にて)

雑 音： ﾛｰﾊﾟｽﾌｨﾙﾀ帯域 S/N 比(db)

DC～ 10Hz 66

DC～ 100Hz 60

DC～ 1kHz 58

DC～ 10kHz 48

OFF(DC ～100kHz) 38

但し・入力１ｍＶ、出力 ５Ｖ

・ＤＣ～２０ＭＨｚ帯域のシンクロスコープにて

３－３ 共通仕様

最 大 出 力：ＯＵＴＰＵＴ １ ±１０Ｖ／ ３ｍＡ 負荷 ５ｋΩ

ＯＵＴＰＵＴ ２ ±１０Ｖ／３０ｍＡ 負荷 ３００Ω

非 直 線 性：±０．０１％／ＦＳ以内

印 加 電 源： 電 圧：0.5V､2V､5V､10V､15V､20V

精 度：±0.3%±10mV以内 保護回路電流：約50mA

出 力 ﾚ ﾝ ｼ ﾞ 設 定：０Ｖ、１Ｖ、２Ｖ、５Ｖ、１０Ｖ の４レンシﾞ

ファインゲイン：１～約１／３まで可変可

周波数応答範囲：ＤＣ～１００ＫＨｚ０／－３ｄＢ

ﾛ ｰ ﾊ ﾟ ｽ ﾌ ｨ ﾙ ﾀ：遮断周波数 ： 1Hz～ 999Hz ( 1Hz Step) -3db

1000Hz～9990Hz (10Hz Step) -3db

設定方式 ：4桁ﾃﾞｼﾞﾀﾙｽｲｯﾁによる（3桁有効）

減衰特性 ：ｰ24dB/oct
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ﾊ ｲ ﾊ ﾟ ｽ ﾌ ｨ ﾙ ﾀ：遮断周波数 ： 1Hz～ 999Hz ( 1Hz Step) -3db

1000Hz～9990Hz (10Hz Step) -3db

設定方式 ：4桁ﾃﾞｼﾞﾀﾙｽｲｯﾁによる（3桁有効）

減衰特性 ：ｰ24dB/oct

ﾒ ﾓ ﾘ ﾊ ﾞ ｯ ｸ ｱ ｯ ﾌ ﾟ：30日以上

周囲温度・湿度：０～５０℃、８５％Ｒ．Ｈ以下

電 源：ＡＣ ８５～１３２Ｖ／４７～４４０Ｈｚ 、約１０ＶＡ

ＤＣ １０～ １５Ｖ 約１Ａ

絶 縁 耐 圧：ＡＣ電源と筐体間 ＡＣ１０００Ｖ １分間

絶 縁 抵 抗：５０ＭΩ以上

ﾓ ﾆ ﾀ ﾒ ｰ ﾀ 表 示：デジタル表示±９９９９

表示精度： ±１ディジット±０.４％以内

出 力： ひずみ量及び出力電圧

表示ﾓｰﾄﾞ： ＤＣ mean/ＡＣ ＋ＤＣの絶対値ＰＰ

ﾊﾞｰﾒｰﾀ ： 0～±5分割LED表示、各ﾚﾝｼﾞの±100%表示

表 示： 出力ﾚﾝｼﾞ設定

10V･･････10.00

5V･･････ 5.000

2V･･････ 2.000

1V･･････ 1.000と表示

外 形 寸 法：４９.５Ｗ×１３８Ｈ×３１０Ｄ（ｍｍ）（突起部含まず）

重 量：約１.５ｋｇ
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４．構 成

1) 平衡差動入力回路 6) ローパス／ハイパスフィルタ回路

2) ゲイン調整回路 7) 出力増幅回路

3) 校正電圧発生回路 8) コントロール回路

4) ブリッジ電源回路 9) 操作部

5) バランス調整回路 10) 電源回路

５．標準付属品、予備品

1) 電源ケーブル ＡＣ１００Ｖ用及びＤＣ１２Ｖ用 各１

2) 予備ヒューズ １Ａ、２Ａ 各１

3) 出力ケーブル ＢＮＣ－ワニ口 １.５ｍ １本

4) 取扱説明書 １部

5) スタンドキット １式

６．関連製品（別売）

1) 三線式ブリッジボックス ＢＸ－１００

2) 多チャンネル収納ケース ＣＳ－５１４、ＣＳ－５１６、ＣＳ－５１８

７．開 梱

この梱包の中には、ＳＡ－５００本体と標準付属品が梱包されています。

本体、付属品等に不足や異常が無いことをお確かめください。

品質管理には充分に気を付けておりますが、万がー不足品や外観等に異常がありまし

たら、早急に当社営業所、又は代理店等にご連絡下さいますようお願い申し上げます。
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８．本製品の取扱についての警告！と注意！

本製品をご使用になる前にこの注意書きを必ずお読み下さい。

。なお、本シートを紛失しないようお願い申しあげます

警告！ 本製品では、電源回路には露出した機械式の接点スイッチは使われて

おりませんが、爆発の危険がある雰囲気中での使用は危険ですのでお

止めください。

警告！ 本製品は、薬事法に関する規格には合致していません。本製品で直接

生体実験や計測をする事、又は、間接的に生体に接続する事はお止め

ください。

警告！ 本製品は、防水防滴構造にはなっていませんので、雨中や液体のかか

る場所でのご使用は内部の電子回路の故障の原因となる場合があり、

感電する危険があります。

警告！ 本製品の定格値を超えた電源を入力すると機械が破損し、火災が発生

したり感電する場合がありますので、定格内でご使用下さい。

警告！ 本製品を使用する際グランドをアースするか又は、アースされた機器

に接続してください。

警告！ 本製品を、生命財産に損害の出る計測システムに対しては、ご使用し

ないで下さい。

警告！ 本製品が故障（異臭がしたり、極端に発熱したり）した場合には、必

ずコンセントを抜いて下さい。火災や感電のおそれがあります。

警告！ 本製品を複数台同時に電源を投入すると、瞬間的に大きな漏電が発生

し、漏電遮断機が設けられている場合には、漏電遮断機が動作してし

まう場合がありますので、パソコン等の停電対策を施してください。

ご注意！本製品をテレビやラジオの付近で使用したり、同じコンセントから使

用すると、テレビやラジオに雑音が入る事があります。

ご注意！ 本製品を極端な高温や低温や高湿や急速な温度変化の中で使用したり、

保管しないで下さい。

ご注意！ 本製品に大きな衝撃を与えないでください。破損の危険があります。

ご注意！ シンナー等の溶剤を本機に付着させないで下さい。塗装等に損傷が発生

します。

ご注意！ 本機を分解しないで下さい。内部の調整は工場で行っております。

ご注意！ 強い電界や磁界の中で使用しないで下さい。雑音を拾う可能性があ

ります。

なお、上記に関わるご使用が予想される場合には、当社

または、代理店にご相談下さい。
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９．各部の名称及び機能

９－１．前面操作パネル

①モニターメータ

電圧表示、ひずみ量表示、エラー表示などを行う

５桁７セグメントＬＥＤと、±５ドットのアナロ

グハ゛ーメータとでモニター表示します。

②表示切替 【ＰＫ／ＭＮ】

表示モードをトラッキング( ＭＮ 入力に追従

する)にするか、絶対値アンプ及びピークホール

ド回路によるＡＣピーク表示【ＰＫ】にするか

の切替スイッチです。

③入力表示切替【ＩＮ ｓｔ／ＯＵＴ】

ストレインアンプモードで使用する時表示を、

電圧単位( ＯＵＴ )か、ひずみ単位( IN ) で表示

するかの切替スイッチです。

直流アンプモードでは 無効になり、出力電圧値が

表示されます。

④オートバランス ＯＮ／ＯＦＦ スイッチ【ＢＡＬ ＯＮ／ＯＦＦ】

オートバランスの ＯＮ／ＯＦＦ スイッチです。

スイッチを ＯＮ にし、⑤の ＡＵＴＯ スイッチを押すと今までのバランス

量をキャンセルして出力電圧を０Ｖにします。次にバランスを ＯＦＦ にす

ると、出力は入力に比例した電圧が出力されます。

⑤オートバランススイッチ【ＡＵＴＯ】

オートバランスを行う 押しボタンスイッチです。④の ＢＡＬ スイッチを

ＯＮ にし、ＡＵＴＯ スイッチを押すと、現在の出力電圧をゼロにします。

④を ＯＦＦ にすると今行ったゼロバランスはキャンセルされます。

再度 ＯＮ にすると、出力電圧はゼロバランス された値( ０Ｖ )になりま

す。④のスイッチが ＯＮ になっていると、ハﾞランスが有効です。

⑥バランス微調スイッチ【Ｆ.Ｚ／＋ －】

④が ＯＮ の時に有効で、ゼロ調整の微調です。⑤のオートバランススイッ

チを押すと、オートバランスが開始され、微調整はキャンセルされます。

⑦感度設定器【ＳＥＮＳ μｓｔ／ｍＶ×０.１】

⑭の出力電圧設定と共に使用します。ストレインアンプモードでは、ひずみ

量単位となり、設定されたひずみ量が入力されると、⑭で設定された出力に

なります。⑰で ＤＣ アンプモードになっていると、この感度設定器は

０.１～１９９.９ｍＶの電圧感度設定となり、その設定された電圧が入力さ

れると⑭で設定された電圧が出力されます。
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⑧校正スイッチ 【＋ －／ＯＦＦ 】

内部の校正電圧を発生させるスイッチで、ＳＥＮＳ μｓｔ／ｍＶ×０.１で

設定された校正電圧が、入力信号に重畳されて出力されます。

⑨校正電圧設定器【ＣＡＬ μｓｔ／ｍＶ×０.１ 】

内部の校正電圧を設定する４桁のデジタルスイッチです。⑰の【ＤＣ ＡＭ

Ｐ】アンプスイッチが ストレインアンプモード になっていると、ひずみ校

正値を、ＤＣアンプモードではｍＶ電圧値になります。

たとえば 校正電圧設定器を１ ２ ３ ４と設定した場合、ストレインア

ンプモードでは１２３４×10 ひずみが、ＤＣアンプモードでは１２３.４－６

ｍＶの校正電圧が入力電圧に重畳されます。

⑩ローパスフィルターオン・オフ スイッチ【 ＯＮ／ＯＦＦ 】

ローパスフィルターを ＯＮ／ＯＦＦ する選択スイッチで、ＯＦＦの時は

１００ｋＨｚの帯域となります。

⑪ローパスフィルターカットオフ周波数設定【ＬＰＦ Ｈｚ】

４桁のデジタルスイッチにより設定します。設定周波数範囲は１Ｈｚから

９９９０Ｈｚです。４桁目を０以外に設定すると、１桁目は０になります。

例） 0001と設定すると 1 Hz

0555 〃 555 Hz

1003 〃 1000 Hz（1桁目の3は無視）

1013 1010 Hz（ 〃 ）

⑫ハイパスフィルター オン・オフ スイッチ【 ＯＮ／ＯＦＦ 】

ハイパスフィルターを ＯＮ／ＯＦＦ する選択イッチで、ＯＦＦ の時に

通過帯域は ＤＣ からとなります。

⑬ハイパスフィルターカットオフ周波数設定【ＨＰF Ｈｚ】

設定方法は、⑪のローパスフィルターカットオフ周波数設定と同じです。

⑭出力電圧設定【ＯＵＴＰＵＴ Ｖ】

⑦の感度設定器で設定されたひずみ量及び入力電圧をどれだけの出力電圧

(０､１､２､５､１０Ｖ)にするかを設定する、ＵＰ／ＤＯＷＮ スイッチです。

設定されたレンジに ＬＥＤ が点灯します。

⑮出力電圧設定微調スイッチ【ＡＤＪ ＋ － 】

⑭で設定された出力電圧の微調用の スイッチ です。

感度設定器と ＯＵＴ ＰＵＴ Ｖ で出力電圧の設定が出来ますが、このスイ

ッチにより、電圧の微調が出来ます。＋側を押すと出力電圧は大きくなり、

－側を押すと小さくなります。可変範囲は、⑭の出力電圧設定で設定した設

定電圧に対し １～ 約１／３まで可変出来ます。

＋側に押し続けて １ になった時と、－側に押し続けて１／３になった時に

は⑭ で設定されているＬＥＤランプが点滅し、押し切った事を知らせます。
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⑯電源ｽｲｯﾁ 【ＰＯＷＥＲ】

本器の電源スイッチです。

ＯＦＦの時、押すと電源が入り、再度押すと切れます。

⑰アンプモード切り替えスイッチ【ＤＣ ＡＭＰ】

ひずみアンプにするか、ＤＣアンプにするかの切り替えスイッチです。

スイッチを押すとＬＥＤランプ が点灯し、ＤＣアンプモードになります。

この状態でスイッチを押すと、ストレインアンプモードになります。

アンプモードを変更すると、それまでの内部設定値（ゼロバランス値、感度

微調整、その他内部値）はキャンセルされますので、計測中は変更しないで

下さい。

９－２．背面パネル

20 センサー入力コネクター【ＩＮＰＵＴ】

ストレンーゲージ式のセンサー、電圧を入力する

ためのコネクターです。

使用コネクターは ＰＲＣ０３-２１Ａ１０-７Ｆ

で対応プラグは ＰＲＣ０３-１２Ａ-７Ｍ１０.５

です。ピン番号と接続は下図の様になっています。

ﾋﾟﾝ番号 信 号 名

A + EXC ﾌﾞﾘｯｼﾞ電源 +

B - SIG 信号入力 -

C - EXC ﾌﾞﾘｯｼﾞ電源 -

D + SIG 信号入力 +

E GND ｼｰﾙﾄﾞ ｼｸﾞﾅﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞ

F + SENS ﾌﾞﾘｯｼﾞ電源ﾘﾓｰﾄｾﾝｽ+

G - SENS ﾌﾞﾘｯｼﾞ電源ﾘﾓｰﾄｾﾝｽ-

Ｆ、Ｇ(ブリッジ電源リモートセンス＋,－)は、内部で

Ａ、Ｃに接続されています。

通常はピン番Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅを使います。

本器をｾﾝｻｰ以外に使用する場合について説明します。

■ 測定信号が平衡出力の場合

本器の入力回路は平衡差動入力構成となっていますので、測定信号源が平衡

出力のとき、同相成分除去機能が発揮され S/N 比の良好な測定が出来ます。

接続は２芯ｼｰﾙﾄﾞｹｰﾌﾞﾙを使用して、平衡出力信号の ﾌﾟﾗｽを "D" ﾏｲﾅｽを "B"

に接続し、信号源の中点をｼｰﾙﾄﾞ外皮にて "E" に接続します。

計 測 信 号 入力コネクタ

信号 ＋ Ｄ（＋）

信号 － Ｂ（－）

ｼｸﾞﾅﾙCOM Ｅ（COM）



- 10 -

■ 信号源が不平衡の場合

信号レベルが比較的(１０ｍＶ以上)高く、信号源抵抗(１ＫΩ以下）が小さ

い場合、電気雑音などの計測環境に左右されますが、ケーブル長が短い場合

（５ｍ以下）であれば、Ｓ／Ｎ比の良好な測定が出来ます。

接続は２芯シールドケーブルを使用して、信号の プラス を "Ｄ" ﾏｲﾅｽを

"Ｂ" に接続します。プラスとマイナスを逆に接続する事により反転アンプと

して動作します。

平衡差動入力を不平衡入力として使用するために "Ｂ"(-入力)と "Ｅ”(シグ

ナルＣＯＭ) を接続しますが、同相成分除去比を上げるため信号源の近くで

接続します。

計 測 信 号 入力コネクタ

＋ Ｄ（＋）信号

－ Ｂ（－）信号

Ｅ（COM）ｼｰﾙﾄﾞ

21 印加電源切替スイッチ【ＢＶ ０.５ ２ ５ １０ １５ ２０】

使用するセンサーに適応する電圧を選択します。使用できる最大電流は、

どの電圧でも ５０ｍＡ です。３５０オームのセンサーの場合は１５Ｖ

が最大となります。

22 電圧出力コネクタ 【ＯＵＴＰＵＴ １】

出力インピーダンス０.２Ω以下の電圧出力端子です。±１０Ｖ／３ｍＡの

出力を取り出せます。

23 電圧出力コネクタ 【ＯＵＴＰＵＴ ２】

出力インピーダンス３００Ωの電圧出力端子です。±１０Ｖ／３０ｍＡの出

力を取り出せます。

24 ヒューズホルダー【ＡＣ １Ａ】

ＡＣ １００Ｖ用のヒューズで、１Ａのミッゼットヒューズを使用していま

す。

25 ヒューズホルダー【ＤＣ ２Ａ】

ＤＣ １２Ｖ用のヒューズで、２Ａのミッゼットヒューズを使用しています。
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26 電源供給、外部制御コネクタ

ＡＣ １００ＶまたはＤＣ １２Ｖ電源の供給、及びオートバランス、校正な

どを、外部接点信号で行う時に使用するコネクタです。

ﾋﾟﾝ番号 信 号 名 ﾋﾟﾝ番号 信 号 名

1 OUT H 8 OUT L

2 A/Z ON 9 S GND

3 FG 10 -CAL

4 NC 11 +CAL

5 DC 12V 12 DC 0V

6 NC 13 NC

7 AC100V 14 AC100V

使用コネクタ 第一電子工業製 ５７-４０１４０

適応プラグ 第一電子工業製 ５７-３０１４０

ピン番 １ 【 ＯＵＴ Ｈ 】 ＯＵＴＰＵＴ １ の出力と並列に出力されてい

ます。

ピン番 ２ 【 Ａ／Ｚ ＯＮ】 前面パネル④のオートバランスオンオフスイッ

チがオンの時に、オートバランススイッチと同

じ機能の動作をします。

ピン２番とピン９番を短絡すると機能します。

ピン番 ３ 【 Ｆ Ｇ 】 フレームケースに落ちている端子です。

ピン番 ５ 【ＤＣ １２Ｖ】 ＤＣ １２Ｖ電源のプラス入力端子です。

ピン番 ７ 【ＡＣ１００Ｖ】 ＡＣ１００Ｖ電源の入力端子です。

ピン番 ８ 【 ＯＵＴ Ｌ 】 ＯＵＴＰＵＴ ２ の出力と並列に出力されてい

ます。

ピン番 ９ 【 Ｓ ＧＮＤ 】 内部回路のグランドで、"ＯＵＴ Ｈ","Ａ／Ｚ

ＯＮ" ,"ＯＵＴ Ｌ","＋ＣＡＬ","－ＣＡＬ"の

シグナルリターンです。

ピン番１０ 【 － ＣＡＬ 】 前面パネル⑧の校正スイッチと同じ機能をし、

⑨の校正電圧設定器で設定された校正値になり

ます。但しパネル面の校正スイッチはＯＦＦ

(中立)でなくてはいけません。

ピン番１１ 【 ＋ ＣＡＬ 】 ＋ＣＡＬで動作はピン１０番の－ＣＡＬに準じ

ます。

ピン番１２ 【ＤＣ ０Ｖ】 ＤＣ １２Ｖ電源のマイナス入力端子です。

ピン番１４ 【ＡＣ１００Ｖ】 ＡＣ１００Ｖ電源の入力端子です。

４、６、１３ のＮＣピン端子は無結線ですがこ

こにはなにも結線しないで下さい。
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１０．操作方法

1. 表パネル⑯の電源スイッチが"ＯＦＦ"である事を確認します。

2. 付属の電源コード（ＡＣ１００Ｖ用又はＤＣ１２Ｖ用）を 26 の電源供給、外部

制御コネクタに装着した後、電源に接続します。

3. ⑰のアンプモードを測定するモードに切り替えます。

4. ⑦感度設定器に、計測する感度を設定します。⑧較正スイッチは"ＯＦＦ”にしま

す。

5. ブリッジ印加電源が必要であれば、背面パネル 21 の印加電源切替スイツチによ

り任意の電圧に設定します。

6. 20 に入力信号を接続し、22 23 に必要な計測機器を接続します。

7. 表パネル⑯の電源スイッチをＯＮにし、ＬＥＤの点灯を確認し、約１０分間ヒー

トランを行います。

8. ⑭の出力電圧設定で、任意の出力電圧に合わせます。このとき、仕様にある範囲

を越えた感度以上に設定しようとすると、ゲンイ不足のエラーとなり、①の表示

器のＬＥＤの５桁目に点灯しますので、感度設定器数値を大きくする（ゲインを

下げる)か、Ｂ.Ｖを上げるなどして、ゲイン不足エラーをなくします。

9. ⑫のハイパスフィルター ＯＮ・ＯＦＦ スイッチをＯＦＦにします。

10． センサーが無負荷状態（ゼロ点、計測基準点)で、 22 23 に接続した計測機器

の出力電圧を確認します。この電圧は、センサーのバランスずれ電圧です。

11. ④のオートバランス ＯＮ ＯＦＦ スイッチを ＯＮ にし、⑤のオートバランス

スイッチを押し、オートバランスを取り計測を開始します。

12. 必要に応じ、⑧の較正スイッチ、⑨の校正電圧設定器により、記録計測機器など

の感度校正として使用します。

13. 不必要な周波数成分の除去には、⑩のローパスフィルターオン・オフスイッチを

ＯＮにし、⑪のローパスフィルターカットオッフ周波数設定により、任意の周波

数に設定します。

また、交流分のみ増幅する場合は、⑫のハイパスフィルターオン・オフスイッチ

をＯＮにし、⑬のハイパスフィルターカットオッフ周波数設定により、任意の周

波数に設定します。

14. アラームについて

本器では、ゼロバランスのとれ残り、表示値のオーバースケールなどを、①のモ

ニターメータの７セグメントのＬＥＤにて表示します。

アラーム１ Ａ／Ｄオーバーフロー

内蔵Ａ／Ｄコンバータのオーバースケールで、

⑦の感度設定器以上の入力が入った場合にアラー

ム１が点灯します。点灯した場合は、最大出力電

圧以上が出力されていますので、感度設定レンジ

を変更し、ゲインを下げるなどの措置が必要です。

アラーム２ ゲイン不足

本器は、⑦の感度設定器及び、⑭の出力電圧設定

で、入力ひずみ（電圧）に対する出力電圧を設定

できますが、このとき、本器の仕様を越えるよう

な、感度設定にした場合に、ゲイン不足のアラー

ム２がでます。
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最大感度 ストレインアンプモードの場合

ブリッジ電圧（Ｖ)

0.5 2 5 10 15 20

1 400 100 40 20 14 10

出力電圧 2 800 200 80 40 27 20

設定 (V) 5 2000 500 200 100 67 50

10 4000 1000 400 200 134 100

単位：×１０ ひずみ－６

上の表の感度設定値以下のひずみ値を設定するとｹﾞｲﾝ不足のアラーム２

が点灯し 規定された出力にはなりませんのでご注意下さい。、

最大感度 ＤＣアンプモードの場合

設定感度(mV)

左の表以下の感度設定にするとｹﾞｲﾝ1 0.1

不足のアラーム２が点灯し、規定さ出力電圧 2 0.2

れた出力になりませんのでご注意下設定 (V) 5 0.5

さい。10 1.0

単位：ｍＶ

アラーム３ ゼロバランスアラーム

ストレインアンプモードでは、±６０００×１０ ひずみまでのオフセッ－６

ト量をバランスさせることが出来ます。オフセットが大き過ぎる場合に、

アラーム３が点灯します。

この時には、ブリッジ回路及び配線などを調べ、再度バランスを取って

下さい。

本器はゼロバランス回路と、較正回路を同じ Ｄ／Ａコンバータで構成さ

ゼロバランスオーバーの状態では、較正値も異常となりますのれており、

でご注意下さい。

アラーム４ アナログ出力アラーム

本器のある出力電圧範囲は、±１０Ｖです。出力電圧が１０Ｖ以上になる

と、ＬＥＤに と表示し、オーバーである事を示します。１ ２. － －

±１０Ｖ以上での使用は出来ませんし、⑭の出力電圧設定で設定された出

力電圧以上での使用もできません。

設定されて電圧が、そのときのフルスケール電圧となり、これを越えると

オーバーフローとなります。オーバーフローした状態での使用は、本体及

び接続された外部の機器を破損する恐れがありますので、行わないで下さ

い。
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１１．外観寸法図


